
「恵みを味わい、農に親しむ」

　－楽しもう！身近な暮らしにあふれる農
5

大津は農村部と都市部の距離が近いまちではありますが、生産者と消費者の交流機会が十分に
充実しているとはいえません。もっと市民のみなさんに大津の農業を知っていただき、さらに身
近に感じでもらえるように各種イベントの企画や学校教育での農業交流の充実をはかります。

また、大津市にはまだまだ広く知られていない食文化がたくさんあります。例えば、坂本で育
てられている食用菊や田上で受け継がれる菜の花漬けといった花を食べる文化もあるのです。
こうした大津の食文化を広く発信し、大津の農業の奥深さを市民のみなさんにも楽しんでもら
える環境をつくります。

❶. 大津の農業にふれあう機会を増やします
❷. 小学校や中学校にて農業の理解を深めます
❸. 市民農園や観光農園をさらに活用します
❹. 大津の食を楽しむイベントを行います

●大津市産農産物をぜひ食べよう！
●市内で開かれている農業体験イベントや大津市産農産物を使った料理教室※に参

加しよう！
●はなふじ米、坂本菊や近江かぶらなど、大津ならではの農業や食文化について調べ

よう！

●学校給食において、大津市産農産物の供給量を増やし、市内のこどもたちにもっと大津市
の農業に親しみをもってもらいます！

基本施策

大津市のチャレンジ！

市民のみなさんも参加しよう！

大津では花を食べる食文化もあります。
その一つが田上地域を中心とする「菜の花漬け」です。この地域は
米の生産が盛んなところですが、古い時代から水田の裏作として菜
の花栽培が進められてきました。菜の花から油を取るために花の間
引きを行い、その間引きした花を「黄金漬け」にしたの
が始まりです。いまでも直売所を中心に販売され、地
元の人びとに親しまれています。
また、比叡山のお膝元、坂本地域で古くから食され
てきた伝統ある食材として、「坂本菊」も知られていま
す。坂本の人びとにとっては、「菊を食べないと秋を迎
えた気にならない」ほど、松茸や栗より身近な秋の味
覚のひとつだといわれています。

大津の食べるお花コ ラ ム

■具体的取り組み （これらの取り組みは関係機関と協議の上、優先順位をつけて取り組みます。）

【学校給食における大津市産農産物の供給可能量】

現　状

2015年

14.6トン

2021年
（1期）

39トン

2025年
（2期）

67トン

2029年
（3期）

90トン

目　標

※市役所を中心に今後開催・設置に向けて検討の予定です。
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